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混
合
診
療
で
経
営
悪
化

　

混
合
診
療
の
解
禁
を
め
ぐ

る
議
論
が
、
歯
科
界
で
活
発

に
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
歯
科
医
学
会
の
江
藤

一
洋
会
長
が
７
月
の
学
術
大

会
の
講
演
で
、「
補
綴
を
保

険
か
ら
外
し
て
活
路
を
見
出

そ
う
」
と
し
た
主
旨
の
発
言

を
し
、
非
難
を
浴
び
た
。

　

日
歯
は
６
月
の
役
員
勉
強

合
宿
で
、「
今
後
の
歯
科
医

療
の
あ
る
べ
き
姿
」
に
つ
い

て
検
討
し
、
保
険
外
併
用
療

養
費
制
度
の
有
効
活
用
の
方

針
を
打
ち
出
し
た
。
次
期
２

０
１
０
年
の
診
療
報
酬
改
定

に
お
い
て
、
何
を
保
険
外
に

す
る
の
か
の
検
討
を
始
め
て

い
る
。

解
禁
へ
の
道
筋
は

小
泉「
構
造
改
革
」

　

混
合
診
療
問
題
が
近
年
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
の
は
、

小
泉
政
権
が
01
年
６
月
の
閣

議
決
定
で
混
合
診
療
の
解
禁

を
提
起
し
て
か
ら
で
あ
る
。

　

04
年
８
月
に
は
、
規
制
改

革
・
民
間
開
放
推
進
会
議
が

混
合
診
療
の
全
面
解
禁
を
厚

労
省
に
要
求
。
厚
労
省
は
、

特
定
療
養
費
制
度
を
つ
か
っ

た
混
合
診
療
の
ソ
フ
ト
・
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
主
張
し
た
。

　

同
年
末
、
厚
労
相
と
規
制

改
革
担
当
相
と
の
間
で
、
実

質
解
禁
へ
の
道
筋
と
な
る

「
基
本
合
意
」
が
交
わ
さ
れ

た
。

　

そ
の
合
意
を
基
に
、
06
年

に
は
特
定
療
養
費
制
度
が
保

険
外
併
用
療
養
費
制
度
に
姿

を
変
え
た
。
保
険
外
併
用
療

養
費
制
度
と
い
う
名
で
混
合

診
療
を
２
つ
に
分
け
、
評
価

療
養
（
保
険
導
入
の
た
め
の

検
討
・
評
価
を
行
う
）
と
、

選
定
療
養
（
保
険
導
入
し
な

い
）
に
編
成
し
た
。

混
合
診
療
の
拡
大
は

国
民
の
受
療
権
奪
う

　

日
歯
は
、
保
険
外
併
用
療

養
費
制
度
の
有
効
活
用
の
効

果
に
つ
い
て
、
①
患
者
・
歯

科
医
師
双
方
か
ら
見
た
治
療

の
選
択
肢
の
拡
大
②
被
保
険

者
と
し
て
の
受
給
権
の
確
保

（
負
担
額
の
軽
減
）
③
高

問
題
の
背
景
に
あ
る

医
療
費
抑
制
政
策

　

歯
科
医
師
に
と
っ
て
混
合

診
療
は
、
意
見
の
分
か
れ
る

問
題
で
あ
る
。

出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
き

く
潮
目
が
変
わ
っ
て
き
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
し
っ
か
り

と
見
つ
め
る
必
要
が
あ
る
。

国
民
と
の
共
同
強
め

プ
ラ
ス
改
定
求
め
る

　

05
年
当
時
の
日
歯
副
会
長

が
「
歯
科
は
基
本
的
に
医
療

費
に
お
け
る
自
然
増
収
は
ま

っ
た
く
な
い
。
診
療
報
酬
が

上
が
ら
な
い
限
り
、
歯
科
の

医
療
費
は
上
が
ら
な
い
。
そ

の
証
拠
に
歯
科
医
療
費
は
２

兆
５
０
０
０
億
円
か
ら
ず
っ

と
変
わ
っ
て
い
な
い
」
と
訴

え
て
い
る
よ
う
に
、
診
療
報

酬
の
プ
ラ
ス
改
定
で
し
か
歯

科
医
療
は
回
復
で
き
な
い

（
表
３
）。

　

歯
科
医
療
へ
の
国
民
の
信

頼
を
失
い
か
ね
な
い
混
合
診

療
（
保
険
外
併
用
療
養
費
制

度
）
で
は
な
く
、
国
民
と
共

同
し
て
き
ち
ん
と
し
た
診
療

報
酬
上
の
評
価
を
求
め
て
い

く
こ
と
こ
そ
が
今
、
求
め
ら

れ
て
い
る
。

�
（
お
わ
り
）

大
半
の
歯
科
医
院
は
も
ち
ろ

ん
、
あ
る
程
度
自
費
収
入
が

あ
る
医
院
も
経
営
悪
化
や
、

診
療
報
酬
改
善
こ
そ

混
合
診
療
に
活
路
は
な
い

進
む
べ
き
道
は「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
」
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表2　医業収入と自費収入割合の推移(千円) (％)
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医療経済実態調査より

自費収入割合
医業収入

17.8

12.2
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12.0
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13.214.1

16.3

13.8

15.1

「
変
わ
る
指
導
・
監
査
体
制
と
医
院
へ
の
締
め
付
け
、

医
療
安
全
管
理
研
修（
修
了
書
発
行
）」

日
時　

10
月
25
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
～
８
時

会
場　

天
満
橋
・
Ｏ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル
２
階
１
・
２
号
室
（
京
阪

「
天
満
橋
」
東
出
口
、
地
下
鉄
谷
町
線
「
天
満
橋
」

１
番
出
口
か
ら
）

定
員　

１
０
０
人

講
師　

社
保
研
究
部
・
政
策
部
講
師
団

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

北
河
内
・
大
阪
市
東
部
地
区
主
催
「
オ
ー
タ
ム
セ
ミ
ナ
ー
」

「
労
基
法
な
ど
の
改
正
点
を
踏
ま
え
た

�

就
業
規
則
の
作
成
」（
仮
題
）

日
時　

11
月
９
日（
日
）午
前
10
時
～
12
時

会
場　

保
険
医
会
館　

定
員　

40
人

講
師　

桂
好
志
郎
氏（
社
会
保
険
労
務
士
）

会
費　

会
員
無
料
、未
入
会
者
１
万
円

東
西
南
・
南
部
地
区
合
同
院
長
講
座

「
洗
練
さ
れ
た
接
遇
・
マ
ナ
ー（
上
級
編
）」

日
時　

11
月
９
日（
日
）午
前
10
時
～
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館　

定
員　

50
人

講
師　

西
出
知
子
氏（
接
遇
マ
ナ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

会
費　

３
千
円

東
西
南
・
ス
タ
ッ
フ
対
象
講
習
会

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
で
報
道
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど
の
写
真
で

個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や
録
音
は
お

断
り
し
ま
す
。

※
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
と
は
、
医
科
・
歯
科
両
協
会
が
協
同
組
合
会
館
５
Ｆ

に
共
同
で
建
て
た
ホ
ー
ル
の
名
で
す
。

勤
務
医
対
象
「
新
規
開
業
セ
ミ
ナ
ー
」

日
時　

10
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

芝
池
高
之
氏
・
安
田
成
男
氏（
㈱
ジ
ャ
パ
ン
デ
ン
タ
ル
）

会
費　

会
員
無
料

内
容　

歯
科
医
院
の
現
状
か
ら
、
資
金
調
達
の
考
え
、
開
業

地
・
物
件
の
選
定
の
ポ
イ
ン
ト
、
広
告
宣
伝
の
手
段

と
費
用
ま
で
を
お
話
し
ま
す
。
講
師
に
よ
る
個
別
相

談
あ
り
（
予
約
制
）

「
歯
科
医
療
締
め
付
け
へ
の
対
抗
策
」

協
会
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

下

「
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
難
症
例
鑑
別
の
ポ
イ
ン
ト
と

�

そ
の
対
応
に
つ
い
て―

す
べ
て
の
患
者
さ
ん
に―

」

日
時　

11
月
16
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
隣
り
）

定
員　

１
０
０
人

講
師　

堀
内
克
啓
氏
（
大
阪
大
学
歯
学
部
臨
床
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

11
月
度
生
涯
研
修

度
、
新
技
術
の
普
及
と
還
元

④
補
綴
物
の
長
期
使
用
に
よ

る
再
製
作
頻
度
の
減
少
⑤
歯

科
医
院
経
営
の
安
定
化
⑥
制

度
的
整
合
性
の
確
保
（
混
合

診
療
批
判
か
ら
の
解
放
）―

を
掲
げ
て
い
る
（
日
歯
広
報

６
月
15
日
号
）。

　

だ
が
１
８
０
日
超
の
入
院

や
、
長
期
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
の

選
定
療
養
を
み
れ
ば
分
か
る

と
お
り
、
混
合
診
療
は
保
険

給
付
の
範
囲
を
狭
め
る
。

　

国
民
生
活
の
悪
化
が
加
速

す
る
な
か
で（
表
１
）、
保
険

外
の
自
己
負
担
に
耐
え
ら
れ

な
い
多
く
の
患
者
は
、
保
険

の
給
付
範
囲
が
狭
ま
り
、
受

給
権
を
侵
害
さ
れ
る
。

　

現
在
、
歯
科
の
自
費
収
入

は
減
少
傾
向
に
あ
る
（
表

２
）。
保
険
比
率
の
大
き
い

協会行事案内講習会へ参加ご希望の方は、必ず事前に協会
までお申し込み下さい。 お申し込みは 電　　話　06-6568-7731

ファクス　06-6568-0564

　

背
景
に
は
、「
保
険
診
療

だ
け
で
は
経
営
が
難
し
い
」

と
い
う
現
実
や
、「
患
者
の

要
望
に
応
え
る
に
は
保
険
だ

け
で
は
厳
し
い
」
と
い
っ
た

歯
科
が
抱
え
る
矛
盾
が
あ

る
。

　

問
題
の
根
本
は
保
険
の
給

付
レ
ベ
ル
が
低
い
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
医
療
費
の
抑
制

政
策
を
進
め
る
政
府
の
「
構

造
改
革
」
で
あ
る
。
そ
の
解

決
を
抜
き
に
し
て
、
混
合
診

療
を
容
認
す
れ
ば
、
患
者
に

負
担
を
押
し
付
け
る
結
果
を

招
く
。

　

大
久
保
満
男
氏
（
日
歯
会

長
）
も
、
韓
国
歯
科
医
師
会

長
か
ら
韓
国
の
国
民
の
中
で

補
綴
の
保
険
外
給
付
に
不
満

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
聞

い
た
際
、「
保
険
給
付
さ
れ

れ
ば
点
数
は
下
が
る
。
し
か

し
国
民
の
要
望
に
応
え
て
あ

げ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い

る
。

日
歯
が
打
ち
出
し
た

有
効
活
用
の
方
針

患
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
増
加
が

懸
念
さ
れ
る
。

　

保
険
給
付
を
十
分
に
し

て
、
国
民
の
期
待
に
応
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
解
決
で
き

る
問
題
で
あ
る
。

社
会
保
障
充
実
へ

潮
目
が
変
わ
っ
た

　

大
切
な
こ
と
は
、
足
元
を

見
る
目
と
遠
く
を
見
る
目
の

複
眼
で
こ
の
問
題
を
捉
え
る

こ
と
で
あ
る
。
医
院
経
営
を

守
る
と
い
う
足
元
も
大
事
だ

が
、
進
む
べ
き
道
を
間
違
え

な
い
よ
う
遠
く
を
見
る
目
も

大
事
な
の
で
あ
る
。

　

私
た
ち
の
進
路
は
、
医
療

費
の
総
枠
拡
大
と
保
険
で
良

い
歯
科
医
療
を
実
現
し
て
い

く
方
向
に
あ
る
。
現
状
を
固

定
的
に
見
て
し
ま
う
と
、

「
自
費
し
か
な
い
」
と
い
っ

た
マ
イ
ナ
ス
の
結
論
し
か
出

て
こ
な
い
。

　

小
泉
「
構
造
改
革
」
で

は
、
社
会
保
障
は
徹
底
的
に

抑
制
さ
れ
た
が
、
今
は
「
社

会
保
障
を
充
実
さ
せ
る
べ

き
」
と
い
う
国
民
の
声
が
、

政
府
・
大
臣
ク
ラ
ス
か
ら
も

表3　国民医療費と歯科医療費の推移

厚労省「国民医療費」「医療費の動向」より
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7.50％
7.70％

7.96％
8.12％

8.05％

8.37％

8.36％

8.49％

8.27％

8.49％

8.75％

8.93％
33.432.4 32.431.431.531.031.130.130.729.628.9

28.5

（兆円） （％）

2.60 2.492.582.542.542.59 2.482.562.542.512.532.54

国民医療費
歯科医療費

歯科医療費の割合

「
強
化
さ
れ
る
指
導
・
監
査
体
制

�―

大
阪
社
会
保
険
事
務
局
か
ら
近
畿
厚
生
局
へ
」

日
時　

10
月
11
日
（
土
）
午
後
６
時
～
８
時

場
所　

マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か
８
Ｆ
第
６
会
議
室

定
員　

60
人

講
師　

社
保
研
究
部
・
政
策
部
講
師
団

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原
、
南
河
内
地
区
合
同
講
習
会

表１　　　　　　悪化する国民生活
2000年 2007年 増　減

年収200万円
以下 　　　 
（※通年勤務者）

　８２４万人 １０３２万人 ＋２０８万人

非正規社員 １２７３万人 １７３６万人 ＋４６３万人

平均給与
（年間） ４６１万円 ４３７万円 －２４万円

生活保護世帯 ７５万世帯 １０７万世帯
（※06年） ＋３２万世帯

国税庁「民間給与実態調査」、総務省「就業構造基本調査」ほか


